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＜マザーズ＞投資に関する説明会開催状況について 
 

以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 
 

○開催状況 
 
開催日時     2020 年 11月９日 9：00 
 
開催方法     決算説明動画の配信 
 
動画掲載場所   自社ホームページ 

https://youtu.be/xOlCaC5RQ7A 
 

説明会資料名   2021年３月期 2Q 決算説明 
 
【添付資料】 
投資説明会において使用した資料 
 





1. ハイライト / 2021年3月期2Q実績



ハイライト

経営体制の強化
• グローバルにおける機動的な執行体制／短期・中長期の２軸の強化のため、2020年11月に取締役COO項が代表取締役CEOに就任

し、複数代表取締役体制へ移行

• 項が当社及びArtisense CEOを兼任し当社グループの事業経営を統括、両社の共同研究開発・共同事業開発の統合によるシナジー
獲得をさらに加速し、短期的なSLAM商用化ライセンス拡大を目指す

• 創業者である代表取締役大野は創業メンバーである当社CTO John Williamsと共に、短期的なSLAM商用化ライセンス拡大に加えて、
M&Aを含む深層技術（Deep Tech）の強化及び同領域の拡大に尽力し、当社グループの中長期における非連続的な成長を目指す

通期業績予想の修正（売上高予想の減少）
• 製品化を見据えた事業領域・案件への注力により、技術評価案件など技術フィット（技術視点での顧客製品企画への適性とそれに伴う

最終製品化の見込み）ないし注力領域の範囲外の案件継続の減少

• 新型コロナウイルス感染症の拡大継続によるハードウェア部品調達の遅延等によるArtisense新技術（VINS: Visual Inertial 
Navigation System）のデリバリーの遅れ、並びに顧客開発案件の進捗の遅れ

※当初予定の当年度第1-2四半期から当年度第3四半期デリバリー開始へと変更

• 新型コロナウイルス感染症の拡大継続による新規案件獲得の遅延、及び顧客側での開発案件の予算縮小・凍結や遅延

研究開発の進捗
• Kudan・Artisense共に、注力領域におけるVisual SLAM・Lidar SLAM夫々のアルゴリズムの継続的な強化、新機能開発、ハードウェ

アへの実装が進捗

• 既存顧客案件の商用化に向けた段階的な進捗
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2021年3月期2Q実績 / 業績概要

2020年3月期
2Q実績

2021年3月期
2Q実績

2021年3月期
業績予想

増減率
（対同四半期）

2020年3月期
実績（参考）

売上高 198 30 100
～160 △84.6% 456

営業利益 3 △238 ― ― 9

経常利益 △2 △220 ― ― △12

親会社株主に
帰属する

当期純利益
△2 △220 ― ― △29
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（単位：百万円）

・SLAM技術評価・事業化検討案件から製品化を見据えた事業領域・案件への注力、中長期の収益基盤となる
製品化視野の案件継続及びLidar案件増加。
・一方で、注力領域外の案件継続の減少、新型コロナウイルス感染症の影響・製品デリバリー遅延による新規開拓
の遅延及び既存案件の予算縮小・凍結及び遅延の発生による通期業績予想の修正。

・新株予約権発行のファイナンス調達の完了（22億円）
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2. 今後の成長性についてのKudanの取り組み
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ご留意事項

本資料は、当社の事業および業界動向に加えて、
当社による現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

 これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性がつきまとっています。

すでに知られたもしくは知られていないリスク、不確実性、その他の要因が、
将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。

当社は、将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束することはできず、
結果は将来の展望と著しく異なることもありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、2020年11月6日現在において、
利用可能な情報に基づいて、当社によりなされたものであり、
将来の出来事や状況を反映して、将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではございません。


